
【研究課題】
アジア諸言語史資料の汎用性データベース開発と構築
Development and Construction of the General-Purpose Database for 

the Documentations in Asian Languages

研究代表者：三沢伸生

1 ．研究の背景
　₂₁世紀以降，日本をはじめ海外の大学・公的研究機関はそれぞれに研究のために収集・保管して
きた様々な史資料（文献・文書・写真・映像そのほか）を死蔵するのではなく，出版・インターネッ
ト上のホームページなどを用いて，汎用性の高いデータベースを構築して，国内外の大学・研究機
関の間でネットワークを形成して共同でさらなる研究の進展を図りつつ，同時に研究成果として広
く一般に公開することが通例となってきている。
　本研究は₁₉₅₉年創設以来₅₀年以上の歴史を有する本学のアジア文化研究所がこれまでに様々なプ
ロジェクト研究のために収集・分析してきた様々なアジア諸言語（中国語，ハングル，タイ語・ミャ
ンマー語などの東南アジア諸言語，アラビア語・ペルシア語・トルコ語などのイスラーム世界の諸
言語）史資料公開を目的とした汎用性の高いデータベースの在り方を研究・設計・開発して，構築
を行い，国内外の大学・研究機関との連携を高めて，本学・本研究所の研究を活性化・さらなる推
進をはかる基盤を整備していくことが本研究プロジェクトの背景である。

2 ．研究の目的
　本研究プロジェクトは，長い歴史を有する本研究所が分析・収集してきた史資料を，汎用性の高
い，すなわち国内外の大学・研究機関とさらなる共同研究の進展をはかりつつ，国際的なアジア研
究を推進する基盤形成を第一の目的としている。
　既存の多くの研究機関が実施しているように，データベースは単なる史資料の集積物ではなく，
史資料の重要性を示すように工夫・設計し公開していかなくては意味がない。したがって長い歴史
を有して多くの史資料を有している本研究所において，いかなる史資料を選択して，どのようなデー
タベースを構築すれば，より規模の大きい学術的な共同研究を喚起するものになるかを主眼に，研
究員・客員研究員による共同研究で具体的なデータベースを設計し，必要に応じて中国人・韓国人・
東南アジア諸国・イスラーム世界に関して国内内外の研究者を共同研究者と迎えて，補完的な史資
料の分析・整理を行って，データベースの設計を行い，これを出版，CD-ROM・DVDを用いた資
料集の作成，本学ホームページ上に展開している本研究所のホームページにおいて公開していくこ
とを目的とする。
　より具体的には研究期間内に，アジア研究の基幹たる中国語（漢籍）・ハングル語，さらに国内
の大学・研究機関で事例がほとんどないミャンマー語・トルコ語の ₄ 言語の史資料に関して，国内
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外の学術的研究に寄与する汎用性の高いデータベースを構築・公開していくことを目的とする
　日本における関連する研究においては，東京外国語大学が₂₁世紀COEプログラム採択による［史
資料ハブ地域文化研究拠点」があげられる。同プロジェクトは東京外国語大学および東京外国語大
学アジア・アフリカ言語文化研究所が収集・保管してきた様々な史資料を公開してきた。本プロジェ
クトもこれと同じ目的を有するものであるが，当然ながら本学・本研究所と東京外国語大学の収集
してきた史資料は重複するものはなく，お互いに連携し巨大な研究ネットワークの中で補完しあう
ものであって，国内および国際的な規模でさらなるアジア研究の進展に寄与するものとなりうる。
そのなかで本研究プロジェクトの目指すアジア諸言語の史資料データベースはこうした学際的ネッ
トワークの中に埋没することなく，むしろそのネットワークを構成する重要な拠点を構築するもの
と位置付けることができる。

3 ．研究組織
　研　究　員：植野弘子・斉藤里美・松本誠一・三沢伸生
　客員研究員：石井隆憲・竹内洋介
　研究協力者：飯塚勝重（客員研究員）・中村祐也（院生研究員）・小林栄輝（院生研究員）
　　　　　　　大室智人（客員研究員）

　分担役割
　①　中国語（漢籍）班：植野弘子・斉藤里美・竹内洋介・飯塚勝重・小林栄輝・大室智人
　②　ハングル班：松本誠一・中村祐也
　③　ミャンマー語班：石井隆憲
　④　トルコ語班：三沢伸生

4 ．研究経過
　構成する ₄ つの班別の研究経過を踏まえながら，本プロジェクトの経過報告を以下のようにまと
める。
　中間年度である平成₂₉年度は，当初予定通りに，初年度に引き続き，中心的事業として中国語（漢
籍）においては『華陽国志』注釈プロジェクトで収集した膨大な量の中国民族学・民俗学史資料の
整理を中心に進めて，とりわけ同プロジェクトの成果をデータベース化することを進めて，『華陽
国志』の人名・地名・官職名のデータベース構築を初年度同様に進めてきた。幸いにして初年度に
研究成果として，本研究所のリサーチペーパー叢書の ₁ 冊として刊行した『「華陽国志訳注稿」人名・
地名・官職名索引／Index upon proper names to "Annotations upon Hua Yang Kuo Chih in the 
Japanese transcription text"』は国内外において多大な賞賛を得て，本プロジェクトならびに本研
究所ひいては本学の面目躍如となった。そこでその成果をデータベースだけにとどめず，研究に還
元しながら国内外に発信するために， ₉ 月末日にシンポジウム「『華陽国志』の世界～巴，蜀，そ
して南方へのまなざし～」を開催した。また本シンポジウムのの準備および事後の研究推進のため，
研究所内において竹内客員研究員，研究協力者の飯塚勝重客員研究員らを中心に外部からの参加を
募って月例研究会を組織・開催している。本シンポジウムおよび月例会の成果は年度末に上記の本
研究所のリサーチペーパー叢書の ₁ 冊として刊行予定である。また併せて『華陽国志』のデータベー
スと並行して，これに準ずるデータベースとして，初年度に引き続き，竹内客員研究員を中心に『全
宋文』所掲宋代墓誌編年目録を構築している。
　ハングル語史料に関しては，研究所所蔵のハングル語史料のデータベース化作業を進めて，文献
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索引を構築中である。ハングル語資料に関しては史料の同定作業がが難しく，やや遅れている。
　ミャンマー語に関しては，研究所に所蔵されるスポーツとりわけミャンマーの伝統的スポーツ関
係の史資料の電子化作業中である。本班は元・東洋大学専任教員で，現・日本体育大学教授の客員
研究員である石井隆憲客員研究員を中心に推進しているが，石井客員研究員の本務校の多忙により
やや予定より遅れている。
　トルコ語に関して，年度当初に本研究所の収集史資料に関して早稲田大学イスラーム地域研究機
構（代表：桜井啓子・国際教養学部教授）より，問い合わせ・早稲田大学収蔵資料のデータベース
製作への協力打診を受け，予定していた戦間期（₁₉₂₀ 年代・₁₉₃₀年代）のトルコ語新聞・雑誌史
資料のうち，日刊新聞『ULUS（＝国家）』，『Cumhuriyet（＝共和国）』などに関して，電子化・デー
タベース化作業を進めながらも，早稲田大学と協力しながらイスラーム関係史資料データベース構
築事業を進めた。その成果は， ₉ 月₃₀日・₁₀月 ₁ 日に早稲田大学で開催された，講演会「オスマン
帝国の軍国の軍制改革・正当性・文書史料」，国際シンポジウム「近代オスマン帝国の軍事と教育」，
史料展示「オスマン帝国と日本―首相府オスマン文書館所蔵史料から―」として一般公開された。
なお，その際の史料展示につき，本研究所のリサーチペーパー叢書の ₁ 冊として刊行予定である将
来的には，本研究所，早稲田大学イスラーム地域研究機構，トルコ共和国公立公文書館管理局

（T.C.Devlet Atrşivleri Müdürlüğü）および日本の国立公文書館などの諸文書館とのデータベース
事業推進を目指す。当初の予定にはなかったものの，本研究プロジェクト開始の意義に沿うもので
あり，また本研究所・本学の存在意義を示すものとなるので，次年度において当初計画を見直しつ
つ，推進していく予定である。

　以下，本報告書に成果の一端を掲載する。
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